












































































































































































S 5 2 1 
S6 1やったらそのままやん。
もう答え出てるし ・..。












































































P-4 子 教師の支援を受けなが 鰹鰐譴を参考にして課題 自分たちで課題解決に最適な
び ら学び方を知り，様々な 解決に合った学び方を選択し， 学び方を選択し，学習を効率良
方 学習形態を経験する。 自分たちで学習を進める。 く進めて学びを高める。
・司会の役割を自覚し， ・学習課題に合った学習活動を ・学習課題によって臨機応変に
基本的な学習の流れに 選び，活動時間を設定して進 対応し，適切な方法を選んで
司 沿って進行する。 行する。 効率よく進行する。

















• 相手の方を見て，聞き • 相手との関連を挙げながら自 •相手の考えに触れたり，視点
やすい声の大きさで自 分の立場を明確にし，理由を や論点を明確にしたりして，
分の考えを話す。 つけて話す。 整理しながら話す。
フ ・話し手を見て，発言の ・話し手の考えを理解しようと ・話し手の意図を捉え， 自分の
オ 最後まで聞く。 努力し，表情に表したり頷い 考えと関連付け，考えを深めロ
たりしながら聞く。 ながら聞く。ワ
l ・相手の意見との違いに • 相手とともに新たな考えを生 ・相手と考えを伝え合い，より
触れながら適切な考え み出したり，深めたりしよう 適切で価値の高い考えを生み
を見出そうとする。 とする。 出そうとするとともに， 自分
の考えの変容に気付く。
4. 研究の評価
授業の様子を記録したビデオ ・音声 ・写真・ノート・ワークシートなどを用い，できるだけ詳細な
授業記録を作成する。学び合いの場を生み出すみとりと支援がどのように成立していたかについて，
その授業記録を「Aのようにみとり， Bのような支援を行うと， Cのように子どもたちの学びが高ま
った。」 「Dと発問することで，子どもたちが主体的に学び合う姿が見られた。」のように分析して
魯や価を行う。
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